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	　今月の『近代化遺産保存センターＮＥＷＳ』は、「橋」に注目します。 私たちが普段の生活で渡っている橋には、大きく分けると道路をつなぐ橋と鉄道の橋があります。暮らしの中に溶け込んだそれらの橋には、舞鶴の近代化の歴史が刻まれています。 ひっそり佇む歴史の証人をぜひ訪ねてみてください。
	暮らしの橋梁 近代化を支えた交通ネットワーク
	旧岡田橋
	相生橋
	見に行くなら？
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